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　木材の曲げ加工にあたっては，加工を容易にするため蒸煮や煮沸などの木材質の軟化前処理を
おこなうのが普通である。この試験は軟化前処理をされた材の性質を知るために南洋材と道産材
について，前処理の効果をあげるためにあらかじめ材を湿潤状態にしておいて，80℃　の熱水中
に浸漬した場合の曲げおよび曲げクリープ性質について検討を加えたものである。

   1．供試材料および試験材の形状

　南洋材は，ビンタンゴール，ジョンコン，カプール，

レッドラワン，ナトー，ラミン，レッドセラヤ，マト

ア（但し，曲げクリープ試験のみ）の8樹種，道産材

はブナ，ヤチダモ　ハリギリ，マカンバ，ミズナラ，

イタヤカエデの6樹種である。

　径級，産地等は前報のとおりである。試験材の作製

にあたっては，25mm厚の気乾柾目板の心材部（但

し，ブナは辺材部）から曲げ試験片10×10×250mm，

曲げクリープ試験片10×10×420mmをそれぞれ二方

柾に木取った。試験片作製後，減圧（65mmHg）下で

水を1時間注入し，以降，試験時まで水中に保存し

た。

　2．  試験方法

  2．1 湿潤曲げ試験

　湿潤曲げ試験は，水温80℃の恒温水槽中に試験片

を0，2，4，6，12，24時間浸漬した後とり出し

て，スパン14cmの中央集中荷重でおこなった。荷重

面は木裏とした。曲げたわみは1／100mm目盛り精度

のダイアルゲージを用いてスパン中央部で測定した。

試験片の個数は1条件につき3ヶである。また、比較

のために各樹種の気乾材試験片（6ヶ）についても同

様な曲げ試験をおこなった。試験には能力500kgのオ

ルゼン型万能試験機を使用した。

　2．2 湿潤曲げクリープ試験

　湿潤曲げクリープ試験は，試験材を水温80℃の恒

温水槽中に0，1，6，24時間浸漬してからそのまま

80℃の熱水中で第1図に示す4点荷重方式でおこな

った。スパン間隔35cm，負荷ロール間隔20cmで，死

荷重は湿潤曲げ試験で求めた各試験材の比例限強さの

50％以内に相当する2.8kgで，荷重面は木裏とした。

試験片中央部のたわみを1／100mm精度のダイアルゲ

ージで測定し，負荷直後の弾性たわみ，負荷60分後の

クリープたわみ，除負荷後の残留たわみを求めた。試

験片の個数は同一条件3ヶである

　3．試験結果および考察

　湿潤曲げ試験ならびに湿潤曲げクリープ試験の結果

は第1表，第2表および第3表に示すとおりである。

　3．1 湿潤曲げ試験

　曲げ強さは南洋材も道産材も80℃熱水浸漬処理を

おこなうと強度は低下する。南洋材ではラミン，道産

材ではマカンバの強度低下が大きい。しかし，曲げ強
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度の低下におよぼす浸漬時間の影響は南洋材，道産材

の各樹種ともに明らかではなかった。

　曲げ比例限度強さも80℃熱水浸漬をおこなったも

のが無処理のものよりは低下している。特に，ミズナ

ラは熱水浸漬による低下が大きく無処理材の半分くら

いになる。また，浸漬時間が長くなるとブナとラミン

は強度低下が大きくなる傾向がある。他の樹種は浸漬

時間による影響が明らかではなかった。

　曲げヤング係数もやはり熱水浸漬処理をしたものが

無処理材と比較すると低下している。特に，マカンバ

とミズナラは熱水浸漬による低下が大きく，浸漬時間

が長くなると強度が小さくなる。他の樹種は浸漬時間

の影響が認められなかった。

　破壊たわみは一般的にいって道産材が南洋材より大

きい。熱水浸漬処理をおこなうと南洋材のジョンコン

を除いて各樹種とも破壊たわみが大きくなる。ハリギ
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リは浸漬時間が長くなると破壊たわみが大きくなる。

他の樹種は浸漬時間の影響が明らかではない。

　熱水浸漬処理材について，各樹種の曲げ性質をみる

と，南洋材は道産材に較べて，曲げ強さ，曲げ比例限

度強さ，曲げヤング係数が大きく，破壊たわみが小さ

い。即ち，南洋材は道産材と比較するとねばり強さに

かけるように思われる。

　第2図は気乾試験材の値を100としたときの80℃熱

水浸漬処理試験材の曲げ強度性質と破壊たわみを示し

ている。曲げ強さは熱水浸漬処理をおこなうと，道産

材ではミズナラの強度低下が大きく，イタヤカエデは

小さい。その他の樹種は40～50％である。南洋材では

ラミンの強度低下が大きく，他の樹種は60～65％であ

る。破壊たわみは気乾材に較べて，道産材ではブナ，

ミズナラが大きい。他の樹種は150～160％である。南

洋材ではレッドセラヤが大きく道産材と同じくらいで

ある。また，レッドラワンが一番小さく，他の樹種は

120％前後である。

　気乾材と熱水浸漬処理材の曲げ強さと，破壊たわみ

の比率で熱水浸漬処理による各樹種の軟化程度をみる

と，道産材ではミズナラが一番大きく，イタヤカエデ

小がさい。南洋材ではレ

ッドセラヤが大きく，レ

ッドラワンが小さい。ま

た，南洋材は一般に曲げ

強さの低下が小さく，破

壊たわみの増大量が小さ

いので道産材と比較して

木材質の軟化程度が劣っ

ている。

　3.2 湿潤曲げクリープ

　　　試験

　荷重を加えた瞬間の弾

性たわみは，熱水浸漬処

理により増大する。これ

は熱水浸漬による曲げヤ

ング係数の低下によるも

のである。クリープたわ

みは，道産材ではブナ，

ハリギリ，ミズナラが大きい。また，ブナとミズナラ

は熱水浸漬処理をするとクリープたわみが大きくな

る。他の樹種では浸漬処理の影響がみられない。南洋

材では一般にクリープたわみが小さいが，そのうちで

もマトアとナトーが比較的大きい。しかし，どの樹種

も熱水浸漬処理の影響がみられない。これは，クリー

プ試験が80℃の熱水中で1時間おこなわれるので，

浸漬時間が0であっても結果的に80℃の熱水中に1

時間浸漬されたことになり，ブナとミズナラを除い

て，どの樹種もクリープたわみにおよぼす浸漬時間の

影響は1時間以上では著しく変らないことを示してい

る。

　残留たわみはクリープたわみと同じような傾向を示

している。即ち，道産材のブナとミズナラは熱水浸漬

により残留たわみが増大したが，他の樹種では影響は

みられなかった。

　一般に弾性たわみの大きな樹種はクリープたわみが

大きく，残留たわみも大きい傾向がある。即ち，曲が

り易い樹種は流動性質にもすぐれ，また，塑性変形も

大きいとみることができる。
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　4．摘要

　木材の曲げ加工に際しておこなわれる軟化処理材の

曲げおよび曲げクリープ性質を知るために，南洋材8

樹種，道産材6樹種について，湿潤状態で80℃の熱

水浸漬処理をおこなった場合の曲げおよび曲げクリー

プ試験をおこなった。

　結果を要約すると次のとおりである。

  1） 南洋材は道産材に較べて曲げ破壊時のたわみが

小さく，ねばり強さにかける。

　2） 南洋材は道産材に較べて熱水浸漬処理による曲

げ強度性質の低下が小さく，曲げ破壊たわみの増大量

が小さい。即ち，熱水浸漬処理による木材質の軟化程

度が小さい。

　熱水浸漬処理による木材質の軟化の程度は，道産材

ではミズナラが大きく，イタヤカエデが小さい。南洋

材では一般に小さいが，そのうちでもレッドセラヤが

比較的大きい。

　3） クリープたわみと残留たわみにおよぼす熱水処

理時間の影響は道産材のブナとミズナラを除いて認め

られなかった。

　4） 一般に曲がり易い樹種は流動性質にすぐれ，塑

性変形も大きい傾向がある。
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